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Ⅰ 第１問  

 問１ (a) ゴンドラと人の力のつりあいより， 
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(b) 人がゴンドラから離れない条件は， 
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 問 2 x軸方向と y軸方向の運動量保存則が成り立ち， 
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 問 3 (a) 
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(b) 明線条件は， 
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 問 4 (a) dx0 では電界から力を受けるので水平投射

と同じように放物曲線を描く。 

運動方程式は， qEma  
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よってこの区間の変位を 1y として， 
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dxd 2 では力を受けないので直進する。 

x軸 y軸方向のそれぞれの速さは， 
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進む方向の x軸からの角度を とすると，この間

の変位 2y は， 
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(b) ローレンツ力とクーロン力がつり合うから， 
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 問 5 容器と液体の全体の熱容量をCとすると， 
01 TTCQ と表せる。 

    また，金属の比熱を cとして， 
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第 2 問  

 問１ 磁界と磁束密度は，公式より， 
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 問 2 端子 a2の方が端子b2より電位が高いので，公式より， 

t
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 問 3 まず， InB 1 で， 

ファラデーの電磁誘導の法則
t

NV より， 
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同様に， 
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 問 4 巻き数が 21 nn になると考えられる。 

そのとき，全体の自己インダクタンスは， 
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コイルのエネルギーは， 
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          ⇒ ５ ⑨ 

図３は，逆向きに電流が流れるので， 21 nn 回巻きと

考えることが可能で， 
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問 5 それぞれのコイルが作る磁界は， 
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それらの合成磁界は， 
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第 2 問  

 問１ ピストンに働く力のつり合いから， 
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 問 2 はじめの気体の体積を VSL ， VSx とおく。 

 

初めと後のそれぞれの気体の状態方程式は， 
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展開して， 
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Vp は微少量だから 0Vp としてよいので， 
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この式の辺々を nRTpV で割ると， 
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 問 3 断熱変化の時には， kTV 1 が成り立つ。 

ここで，
V

V

V

P

C
RC

C
C

であるから， 

VV

V

C
R

C
RC 11  

よって， V
V C

R
C
R

VVTTTV  

V
V C

R
C
R

VV
T
TV 1  

∴
VC

R

VV
V

T
T1  

VC
R

SxSL
SL

 

VV C
R

C
R

L
x

L
xL 1  

L
x

C
R

V

1≒   （ Lx より） 

∴
L
x

C
R

T
T

V

 ⇒ ３ ① 

 

 問 4 まず，問２，３より， 
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 ピストンに働く力のつり合いより， 
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 問 5 運動方程式は， 
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であり，これより， 
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Ⅱ  
問１(a) 運動方程式は， 
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(b)  g
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等加速運動になるので， 
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問 2(a) 力学的エネルギー保存則より， 
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(b) 省略 

 

問 3 運動方程式 
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【講評】 例年より問題の内容が難しくレベルは高い。特に第３

問は良問ではあるが立式をしてそれから計算するのは大変であ

る。Ⅰの第1問は割と解きやすい問題が多いので，そこでしっ

かりと得点に結びつけたい。とにかく問題量が多いので，煩わし

い問題は飛ばしつつ速く解くことが必要。 

合格ラインはそれほど高くない。６割５分。 

 

 

 

 

 


